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人口・労働力 

人口： 人。県内６３市町村中４７位。２３町村中７位（平成２７年）

人口密度（１ｋ㎡当たり）： 人。県内６３市町村中５０位。２３町村中１１位（平成２７年）
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国勢調査人口の推移

年   次
面   積 世帯数

（世帯）

人 口 （人） 一世帯 １ｋ㎡当り

（ｋ㎡） 計 男 女 平均人員 世    帯 人    口

大正 年

〃

昭和 年 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成  年

〃

〃

〃

資料：国勢調査  各年１０月１日現在 

年齢階層別人口

区    分 昭和 年 平成 年 平成７年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

人口総数 （人）

年少人口( ～ 歳)

生産年齢人口( ～ 歳)

老年人口( 歳以上)

人口割合（％）

年少人口( ～ 歳)

生産年齢人口( ～ 歳)

老年人口( 歳以上)

資料：国勢調査  各年１０月１日現在

※人口総数には、年齢不詳を含む。
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住民基本台帳人口の推移

年
世帯数

（世帯）

人        口 （人） 一世帯 １ ｋ㎡ 当 り

総数 男 女 平均人員 世   帯 人   口

昭和

平成 元

資料：町民課 各年末現在      

※住民基本台帳法の改正により、平成２４年から外国人住人を含む。
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５歳階級別男女別人口の推移 （単位：人）

区  分

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

総数

～ 歳

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳以

上
－ － －

不  詳 －

資料：国勢調査 各年１０月１日現在
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外国人人口の推移 （単位：人）

年 外国人人口 年 外国人人口

平成 元

資料：町民課 各年末現在      

人口動態の推移 （単位：人）

年  次
住民基本

台帳人口

自然増減 社会増減

出  生 死  亡 増  減 転  入 転  出 増  減

平成

△

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

資料： 町民課 

※住民基本台帳人口は各年末現在。平成 年から外国人住人を含む。

自然増減や社会増減ってなに？自然増減や社会増減ってなに？

自然増減とは、出生と死亡による人

口の増減のことです。出生数が死亡数を

上回れば増加、下回れば減少ということ

になります。

一方で社会増減とは、転入と転出によ

る人口の増減のことです。

下の表「人口動態の推移」は、各年

年間の自然増減と社会増減をまとめたも

のです。
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昼夜間人口比率の推移
年次

（平成）
昼夜間人口比率

資料：国勢調査  各年 月 日現在

昼夜間人口比率ってなに？昼夜間人口比率ってなに？

昼夜間人口比率とは、夜間人口（町の在住人口） 人に対す

る昼間人口（通勤通学によって増減した人口）のことです。

また、下の表「流入流出人口の状況」は、他市町村から小川町

に従業、通学している人口（流入人口）と、小川町から他市町村

へ従業、通学している人口（流出人口）をまとめた表です。

埼玉県全体の昼夜間人口比率は （平成 年）で、通勤通

学で隣接する都県に流出する人口が、流入する人口を上回ってい

ることがうかがえます。

流入流出人口の状況( 歳以上従業地・通学地別） （単位：人）

区          分
流入人口

区          分
流出人口

計 就業者 通学者 計 就業者 通学者

計 計

（県内計）常住地 （県内計）従業･通学地

寄居町 東松山市 

東松山市 嵐山町

嵐山町 川越市

ときがわ町 熊谷市

熊谷市 寄居町

深谷市 滑川町

東秩父村 ときがわ町

滑川町 深谷市

坂戸市 坂戸市

川越市 毛呂山町 

鶴ヶ島市 越生町

毛呂山町 東秩父村 

鳩山町 狭山市

越生町 鶴ヶ島市 

吉見町 吉見町

秩父市 日高市

本庄市 本庄市

鴻巣市 ふじみ野市 

行田市 新座市

その他の市町村 その他の市町村

（他県計）常住地 （他県計）従業･通学地

東京都 東京都

群馬県 群馬県

神奈川県 神奈川県 

その他の都道府県 千葉県

栃木県

茨城県

その他の都道府県

資料：国勢調査  平成 年 月 日現在 ※計には不詳を含む。
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町丁字別人口

区 分

世帯数

（世帯）

総数

（人）

男

（人）

女

（人） 区 分 世帯数 総数 男 女

総 数 原川

本一 笠原

本二 靭負

仲町 木部

稲荷町 下勝呂

錦町 上勝呂

相生町 木呂子

大関町 深田

松若町 上横田

緑町 下横田

旭町 中爪

幸町 奈良梨

栄町 能増

春日町 高見

大塚一 高谷

下小川一 伊勢根

下小川二 西古里

下小川三 東小川１丁目

下里一 東小川２丁目

下里二 東小川３丁目

下里三 東小川４丁目

下里四 東小川５丁目

池田 東小川６丁目

角山中 みどりが丘１丁目

角山上 みどりが丘２丁目

大塚二 みどりが丘３丁目

大塚三 みどりが丘４丁目

神明町 みどりが丘５丁目

青下見田 ひばりが丘 丁目 － － － －

青下二 ひばりが丘 丁目 － － － －

青下畑中 ひばりが丘 丁目 － － － －

腰越一

腰越二

腰越中

腰越上

青上

古寺

増尾

飯田

青下田島

資料：町民課 平成 年 月末現在
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産業別就業者数の推移

産業（大分類）
平成１７年 平成２２年

計（人）
構成比

（％）
男（人） 女（人） 計 構成比 男 女

総       数

第  一  次  産  業

農  業

林  業

漁  業

第  二  次  産  業

鉱  業

建設業

製造業

第  三  次  産  業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸、郵便業

卸売、小売業

金融 、保険業

不動産、物品賃貸業

学術研究、専門、技術サービス業

宿泊、飲食サービス業

生活関連サービス、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業(他に分類されないもの)

公務(他に分類されないもの）

分類不能の産業

資料：国勢調査 各年 月 日現在 

※学術研究、専門、技術サービス業及び生活関連サービス、娯楽業は平成 年より大分類項目に追加。 




